
PRESS RELEASE

2018年11月吉日

西条市/住友重機械イオンテクノロジー株式会社報道関係各位

企業の枠組みを超えた、持続可能な新しい地域CSR活動が、愛媛県西条市で発足します。
国の大方針では、CSR活動を推進せよという。世の中、社会貢献の大切さがとても語られるようになった。
一方、現実のビジネスは不透明になり、答えがわからない環境でも常に成果を求められる。

働いているひとり一人の余裕が無くなり、事業とCSR活動の断絶が起こり、活動の意味や目的が失われている。
形だけのCSR活動がどうしても増えている。
地域のための、持続可能なCSR活動を行うにはどうしたらいいか。
そんな想いから、「異業種混合CSR×リーダーシッププロジェクト in 西条」通称DAISプロジェクトは生まれました。
複数の地元企業で活躍する次世代リーダーが混ざり合い、徹底的に地域課題の解決に取り組む。
そのプロセスを通じ、環境変化に通用するリーダーシップを育んでほしい。
このような誰もが嬉しい取り組みを愛媛・西条で行うことで、

地域企業の今後の新しい持続可能なCSR活動のモデルを目指します。

住友重機械イオンテクノロジー株式会社（愛媛県西条市、代表取締役社⾧:村上純一）が発起人となり実施する「異業種混合CSR×リーダー
シッププロジェクト in 西条（通称 DAISプロジェクト）」。
初めての試みとなる今回は、西条市（市⾧:玉井敏久）が答申先となり、「西条市の関係人口をどう増やすか?」という地域課題に対し、9名
の企業の次世代リーダーと3名の西条市職員計12名がフィールドワーク等の様々なチーム活動を行い、最終的に市に提言する。
プロジェクトは、約3ヶ月で全4回のセッション計７日間で構成され、今月27日（火）には初回のセッション１が開催される。
セッション１には玉井市⾧も登壇し、参加者に向けて説明等を行う。

（イメージ）フィールドワーク等のチーム活動の様子。
普段の職場を飛び出すことで様々な気づきが生まれる。

（イメージ）異業種混合のチームのため、様々な価値観の
違いやビジネススキルの掛け合わせが醍醐味

（イメージ）しっかりと実のある提言となるよう、セッ
ション２からは毎回プレゼンを行うことで磨き込む。

報道関係者の方々、西条市地元企業の人事ご担当者の方々 是非お気軽にご見学にお越しください。
【DAISプロジェクト セッション１のご案内】

日時:11月27日（火）10時～16時半 玉井市⾧登壇は10時30分～11時頃を予定
場所:西条市産業情報支援センター（愛媛県西条市神拝甲150-1)

プログラム:顔合わせ、取り組みテーマ発表、チームビルディング等

【一般的なCSR活動との違い】 【概要補足】
DAISプロジェクトの由来
Diversity（多様性）、Authentic（本当の）、I（私）、Ssocial/Saijo（ソーシャル、
西条）の頭文字からなり、複数の企業や自治体等の多様性、ケーススタディではな
い本当の課題を扱い、自分自身のリーダーシップを磨く、ソーシャルな西条での取
り組みという意図を持たせた。

セッションのスケジュール
セッション２: 12月14日（金）～15日（土）
セッション３: 1月15日（火）～16日（水）
セッション４: 2月22日（金）～23日（土） いずれも西条市で開催予定

【参加企業・団体】
西条市

住友重機械イオンテクノロジー株式会社
住友重機械プロセス機器株式会社

住重アテックス株式会社

【プログラム企画・運営】
合同会社こっから

お問い合わせ先
合同会社こっから 巴山雄史（はやまゆうし）
TEL:090-8407-0309 MAIL:y_hayama@kokkara01.com
WEB: www.kokkara01.com
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